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第一章 教育大綱の概要 

 

  教育大綱の概要  

 

１ .  教育大綱の位置付け  

「 周 南 市 の 教 育 、 学 術 及 び 文 化 の 振 興 に 関 す る 総 合 的 な 施 策
の 大 綱 」（ 以 下 「 教 育 大 綱 」 と い う 。） は 、 市 長 と 教 育 委 員 会 で
構 成 す る 「 総 合 教 育 会 議 」 に お い て 、「 周 南 市 ま ち づ く り 総 合 計
画 」（ 以 下 「 ま ち づ く り 総 合 計 画 」 と い う 。） と の 整 合 性 を 踏 ま
え た 協 議 を 行 い 、 本 市 の 教 育 の 指 針 と な る も の と し て 市 長 が 策
定 し ま す 。  

ま た 、 本 市 で は 、 教 育 大 綱 に 掲 げ た 「 基 本 理 念 」 や 「 基 本 方
針 」 を 具 現 化 す る た め の 施 策 の 展 開 （ 推 進 方 向 ） を 教 育 大 綱 の
中 に 含 め る こ と で 、 教 育 基 本 法 第 １ ７ 条 第 ２ 項 に 定 め る 「 周 南
市 教 育 振 興 基 本 計 画 」 と し て も 位 置 付 け て い ま す 。  

 

❖ 教 育 大 綱 の 位 置 付 け （ イ メ ー ジ ）  

 

  

教育に関連する計画  

 

第３次周南市まちづくり  

総合計画前期基本計画  

第３期周南市教育大綱  

（第３期周南市教育振興基本計画）  

 

教育振興基本計画  

（国・県）  

周南市スポーツ推進計画  

周南市こども計画  

周南市文化芸術振興プラン 

周南市  

教育事業概要  

（ 毎年度策定 ）  

点検・評価  

（毎年度実施 ）  

ｃ

ｃ
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２ .  第３期教育大綱策定の主旨  

本 市 で は 、 令 和 ５ 年 ５ 月 に 、 こ ど も が 誰 一 人 取 り 残 さ れ る こ
と な く 、 健 や か に 成 長 し 、 様 々 な 学 び や 遊 び 、 体 験 な ど を 通 し
て 生 き 抜 く 力 を 育 み 、 未 来 の ま ち の 担 い 手 と し て 活 躍 す る と い
う 願 い を 込 め て 「 周 南 市 こ ど も ま ん な か 宣 言 」 を 発 表 し 、 こ ど
も を ま ん な か に 据 え た ま ち づ く り を 進 め て い ま す 。  

教 育 に お い て も 、 こ の 宣 言 に 込 め ら れ た 願 い 、 さ ら に は 教 育
を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 や 、 い つ の 時 代 に も 求 め ら れ る 、 人 と し
て 大 切 な こ と な ど を 踏 ま え て 、 本 市 の 教 育 の 新 た な 指 針 と な る
第 ３ 期 教 育 大 綱 を 策 定 し ま し た 。  

❖ こ ど も を ま ん な か に 据 え た 教 育 （ イ メ ー ジ ）  

 

３ .  第３期教育大綱の期間  

第 ３ 期 教 育 大 綱 が 対 象 と す る 期 間 は 、 令 和 ７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年
度 か ら 令 和 １ １ （ ２ ０ ２ ９ ） 年 度 ま で の ５ 年 間 と し ま す 。  

 

周南市の未来を担う人材の育成  

<まちの将来像 >  

未来を歩む 生命力  満ちるまち  

 

家庭  

学校  地域  

周南市・周南市教育委員会  

こども 

連携 ・ 協 力  

教育における  

信頼のトライアングル  
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第二章 周南市の教育を取り巻く状況 

 

  周南市の教育を取り巻く状況  

周南 市 では 、 まち の将 来 像を 「 未来 を歩 む  生 命 力  満ち る ま
ち」 と し 、 長 期的 な視 点 から 各 部局 が進 め てい る 施策 を精 査 し、 そ
の上 で 関連 す る施 策を 持 ち寄 り 「施 策の 束 」と し て展 開し て いく こ
とが 、 本市 の 未来 を創 っ てい く ため に重 要 であ る との 共通 認 識の も
と、 施 策を 推 進し てい ま す。  

教育 委 員会 に おい ても 、 他部 局 との 連携 や 地域 の 教育 資源 の 活用
を進 め なが ら 、２ ０５ ０ 年を 見 据え て、 本 市の 未 来を 担う で あろ う
こど も たち に 、本 市で 生 まれ た こと を誇 り に思 え るよ うな 教 育を 進
める と とも に 、 こ ども を 取り 巻 く人 的・ 物 的環 境 の充 実に 取 り組 ん
でい ま す。  

 

１. 教育情報化の進展 

国の GIGA ス クー ル 構想 1に 基づ き 、本 市で は 、令 和 ２年 度に 小 中
学生 １ 人に つ き１ 台の 学 習用 端 末を 整備 し 、こ れ を契 機に 、 小中 学
校に お いて ICT が 活用 で きる ハ ード ・ソ フ ト両 面 の環 境整 備 や、 デ
ジタ ル 教材 の 活用 支援 を 加速 度 的に 推進 し てき ま した 。  

この こ とは 、 新型 コ ロ ナ ウイ ル ス感 染症 の 影響 が 続く 中、 オ ンラ
イン 授 業の 導 入な どに よ る学 び の 保 障や 児 童生 徒 の主 体的 、 対話 的
で深 い 学び の 実現 につ な がっ て きて おり 、 デジ タ ル技 術を 活 用し た
新た な 学び の 可能 性を 進 展さ せ るこ とと な りま し た。  

また 、 令和 ６ 年度 には 、 市内 の 中学 校２ 校 にお い て、 授業 で 生成
AI2を活 用す る 実証 事業 に 取り 組 んで おり 、 今後 さ らな る展 開 が期 待
され て いま す 。  

さら に 、デ ジ タル 採点 シ ステ ム や校 務支 援 シス テ ムの 導入 な どに
より 、 教職 員 の働 き方 改 革を 促 進し 、教 職 員が こ ども の学 び によ り
多く 向 き合 え る環 境づ く りを 進 めて いま す 。  

 

２. 誰一人取り残されることのない教育の実現 

社会 の グロ ー バル 化や 多 様化 が 進む 中、 年 齢、 文 化的 ・言 語 的背
景、 家 庭環 境 や障 害の 有 無な ど にか かわ ら ず、 誰 一人 取り 残 され る
こと な く幸 せ な人 生を 送 るこ と がで きる 社 会の 実 現 に 向け て 、教 育
の現 場 にお い ても 、児 童 生徒 の 多様 なニ ー ズに 対 応し てい く こと が
求め ら れま す 。  

本市 で は、 い じめ や不 登 校等 の 生徒 指導 上 の課 題 への 対応 や 、特
別な 教 育的 支 援や 配慮 が 必要 な 児童 生徒 や 保護 者 への サポ ー ト体 制
の充 実 のた め 、 ス クー ル カウ ン セラ ー 3やス クー ル ソー シャ ル ワー カ
ー 4など の専 門 家の 配置 や 、教 育 支援 セン タ ーの 運 営、 県や 市 の福 祉
部局 等 との 連 携、 介助 員 や生 活 指導 員、 看 護師 等 の配 置や 、 特別 支

 
1  GIGA ス ク ー ル 構 想 ： 多 様 な 子 供 た ち を 誰 一 人 取 り 残 す こ と な く 、  子 供 た ち 一 人 ひ と り に 公 正 に 個 別 最 適 化 さ

れ 、 資 質 ・ 能 力 を 一 層 確 実 に 育 成 で き る 教 育 ICT 環 境 の 実 現 を 目 指 す 国 の 構 想 の こ と  
2  生 成 AI 機 械 学 習 の 一 分 野 で 、 与 え ら れ た デ ー タ や パ タ ー ン か ら 新 た な デ ー タ を 生 成 す る 能 力 を 持 つ 技 術 の こ と  
3  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー ： 教 育 機 関 に お い て 心 理 相 談 業 務 に 従 事 す る 心 理 職 専 門 家 の 職 業 名 、 お よ び 当 該 の 任 に 就

く 者 の こ と  
4  ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー ： こ ど も の 家 庭 環 境 に よ る 問 題 に 対 処 す る た め 、 児 童 相 談 所 と 連 携 し た り 、 教 員 を

支 援 し た り す る 福 祉 の 専 門 家 の こ と 。  
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援学 級 の環 境 整備 等を 進 め、 様 々な 課題 の 解決 に 向け た取 組 を進 め
てい ま す。  

 

３. 深刻な少子高齢化の進行 

周南 市 誕生 後 の２ ０年 間 で、 児 童生 徒数 が 約１ 万 ３千 人か ら １万
人を 下 回る ま でに 減少 し た影 響 によ り、 学 校規 模 が縮 小 す る 中で
も、 特 色あ る 学校 づく り や教 育 活動 の充 実 を進 め る た め、 学 校の 統
廃合 を 進め て きま した 。  

今後 も 、 さ ら なる 減少 が 予測 さ れる 中、 児 童生 徒 の学 びの 充 実に
向け 、 小中 学 校の 適正 規 模 に つ いて の協 議 ・検 討 を進 める 必 要 が あ
りま す 。  

また 、 市内 す べて の学 校 に学 校 運営 協議 会 を設 置 し、 コミ ュ ニテ
ィ・ ス クー ル 5とし て、 学 校・ 家 庭・ 地域 が 連携 ・ 協働 しな が ら、 社
会総 が かり で こど もの 学 びや 育 ちを 見守 り 、支 援 して きま し たが 、
地域 の 担い 手 不足 や 高 齢 化の 影 響で 、そ の 継続 が 課題 とな っ てい ま
す。  

まち づ くり 総 合計 画と 関 連さ せ なが ら、 地 域と と もに ある 学 校づ
くり や 学校 を 中心 とし た 地域 づ くり を進 め られ る よう 、検 討 を進 め
る必 要 があ り ます 。  

 

４. 地域の成長エンジンとしての周南公立大学 

令和 ４ 年４ 月 に開 学し た 周南 公 立大 学で は 、教 職 を目 指す 学 生
が、 学 校で 生 活す る児 童 生徒 の 姿や 教職 員 の業 務 活動 を観 察 する と
とも に 、実 務 に対 する 補 助的 な 役割 を担 う こと を 通し て、 児 童生 徒
の実 態 と学 校 教育 の特 色 を理 解 する こと を 目的 に 、集 中講 義 「学 校
イン タ ーン シ ップ 」を 設 け、 受 講し てい る 学生 が 各小 中学 校 で実 習
に取 り 組ん で いま す。  

また 、 中学 校 部活 動の 地 域移 行 に伴 って 、「 こ ども の『 やっ て み
たい 』 に応 え る」 取組 を 進め る モデ ル事 業 の実 施 、ス ポー ツ 体験 活
動や 指 導者 向 けの 研修 等 を本 市 と協 働し て 行っ て いま す。  

さら に 、周 南 公立 大学 図 書館 と 市立 図書 館 の連 携 によ り、 相 互利
用・ 相 互返 却 サー ビス の 実施 や 、図 書館 イ ベン ト での コラ ボ レー シ
ョン 企 画な ど に取 り組 み 、そ れ ぞれ の図 書 館の 特 性を 活か し た幅 広
い連 携 協力 を 実施 して い ます 。  

これ ら の取 組 を通 して 、 一人 で も多 くの 学 生が 周 南市 に愛 着 を感
じ、 山 口県 の 教員 とな っ たり 、 周南 市で 活 躍す る こと を期 待 する と
とも に 、児 童 生徒 にと っ ては 、 周南 公立 大 学や 学 生を 身近 に 感じ 、
将来 の 自分 を 考え るき っ かけ と なる こと を 望ん で いま す。  

  

 
5  コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル （ 学 校 運 営 協 議 会 制 度 ）： 学 校 と 地 域 住 民 等 が 力 を 合 わ せ て 学 校 の 運 営 に 取 り 組 む こ と が

可 能 と な る 「 地 域 と と も に あ る 学 校 」 へ の 転 換 を 図 る た め の 有 効 な 仕 組 み の こ と 。 こ の 仕 組 み に よ り 、 学 校 運 営 に

地 域 の 声 を 積 極 的 に 生 か し 、 地 域 と 一 体 と な っ て 特 色 あ る 学 校 づ く り を 進 め て い く こ と が で き る 。  
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５. 市民アンケートの実施 

第３ 期 教育 大 綱策 定の 基 礎資 料 とす るた め 、令 和 ６年 度に 、 教育
に関 す るア ン ケー トを 実 施し ま した 。  

調査 は 、市 内 の小 学校 ５ 年生 ・ 中学 ２年 生 ・無 作 為に 抽出 し た １
５歳 以 上の 市 民を 対象 に 行い ま した 。  

以下 に は主 な もの を抜 粋 し、 資 料編 に全 て のア ン ケー ト結 果 を記
載し て いま す 。  

 

①  小学 5 年生・中学２年生を対象としたアンケート（抜粋）  

（小学５年生 :  対象者数  ９７１名  回答者数  ９１５名  回答率  ９４％）  

（中学２年生：  対象者数  １ ,０９１名  回答者数  １ ,０４２名  回答率  ９６％）  

 

質問：毎日の学校生活で、いちばん楽しいと感じるときはいつですか？  

 

 

  

43%

18%

9%

8%

7%

4%

4%
4% 2% 1% 休み時間

運動会など、行事の時間

クラブ活動

委員会や係の活動

給食の時間

授業時間

登校・下校のとき

その他

楽しいと感じるときがない

46%

18%

18%

7%

3%
2%

3%

3%
0%

0%

休み時間

運動会などの行事

クラブ活動

登下校のとき

給食時間

授業時間

楽しいと感じるときはない

その他

委員会活動・係活動

そうじ時間

中 学 ２ 年 生

小 学 ５ 年 生  
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質問：家族と過ごす時間はありますか？  

 

 

質問：あなたはふだん地域の大人とどのように接していますか？  

 

 

 

60%

32%

7% 1%

たくさん時間はある

だいたい時間はある

あまり時間はない

その他

小 学 ５ 年 生

50%

42%

7% 1%

だいたい時間はある

たくさん時間はある

あまり時間はない

全く時間がない

中 学 ２ 年 生

40%

28%

12%

11%

7% 1% 1%

出会ったときはあいさつをしている

交通安全のため、登下校中に見守っても

らっている
地いきの行事がある時には参加している

よいことをして、ほめられたことがある

スポーツ活動や文化活動などの指導をし

てもらっている
きけんなことをして、しかられたことが

ある
その他

小 学 ５ 年 生

50%

17%

12%

11%

8% 2% 0%

出会ったときはあいさつをしている

交通安全のため、登下校中に見守っても

らっている
地域の行事がある時には参加している

よいことをして、ほめられたことがある

スポーツ活動や文化活動などの指導をして

もらっている
危険なことをして、しかられたことがある

その他

中 学 ２ 年 生
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第二章 周南市の教育を取り巻く状況 

 

質問：普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、テレビゲ

ーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフ

ォンのゲームを含む）をしますか？   

 

 

 

質問：日常生活やインターネット上で差別や悪口など人権問題と感じられ

ることを見たり、聞いたりしたことがありますか？  

 

 

27%

19%

18%

15%

15%

6% 1時間以上2時間より少ない

2時間以上3時間より少ない

4時間以上

3時間以上4時間より少ない

1時間より少ない

まったくしない

小 学 ５ 年 生

28%

24%19%

17%

9% 3%
2時間以上3時間より少ない

1時間以上2時間より少ない

3時間以上4時間より少ない

4時間以上

1時間より少ない

全くしない

中 学 ２ 年 生

45%

20%

19%

13%
3% まったく見たり聞いたりすることはない

ほとんど見たり聞いたりすることはない

たまに見たり聞いたりする

どんな事が人権問題なのかよくわからない

とても多く見たり聞いたりする

小 学 ５ 年 生

42%

26%

18%

10%
4%

たまに見たり聞いたりする

ほとんど見たり聞いたりすることはない

まったく見たり聞いたりすることはない

とても多く見たり聞いたりする

どんな事が人権問題なのかよくわからない

中 学 ２ 年 生
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第二章 周南市の教育を取り巻く状況 

 

②  １５歳以上の市民を対象としたアンケート（抜粋）  

（対 象 者数 ２,００ ０名  回答 者 数 ７ ４２ 名  回 答 率 ３ ７%）  

質問：地域と学校が協働して取り組む活動のうち、こどもたちにとって必

要な活動は何だと思いますか？  

 

          

質問：過去 1 年間に、次の分野に関する生涯学習をしたことがありますか？  

 

 

  

23%

19%

17%

16%

10%

8%
6% 1%

登下校時の見守りや通学路の環境整備など

放課後子供教室（安全な居場所づくり）

地域学習（地域の魅力発見）

地域行事やイベントへの参加

伝統文化の継承

家庭教育支援

地域住民による学習支援

その他

21%

19%

12%12%

8%

6%

5%

5%

4%
3% 3%

2%
0%

していない

健康・スポーツ

ボランティア活動

趣味的なもの

職業上必要な知識・技能

パソコン・インターネットに関すること

家庭生活に役立つ知識や技能

教養的なもの

自然体験活動

子育てに関すること

地域づくり

社会問題

その他
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第二章 周南市の教育を取り巻く状況 

 

質問：生涯学習をしなかった理由は何ですか？（生涯学習をしていないと

回答した人のみ）  

 

 

質問：あなたは公共の図書館をどのくらい利用していますか？  

 

 

質問：図書館を利用しない理由についてお答えください。（図書館をほとん

ど利用しないと回答した人のみ）  

 

20%

18%

15%8%

7%

6%

5%

5%

5%
5%

4%1%

1%

仕事が忙しく時間がない

特に理由はない

きっかけがない

家事・育児・介護などが忙しく時間がない

利用したい時間帯が合わない

参加したいと思う内容の講座等がない

必要な情報が入手できない

費用がかかる（かかりすぎる）

身近に学習できる場がない

学ぶ必要を感じない

一緒に学習する仲間がいない

適切な指導者がいない

その他

60%21%

15%
3% 1%

ほとんど利用しない

年に数回

月に数回

週に数回

ほぼ毎日

30%

27%

14%

10%

8%

8%
3%

行く時間がないから

ほしい本は買っているから

興味がないから

図書館が遠いから

読みたい本がないから

その他

読書が嫌いだから
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第三章 第３期教育大綱の基本理念・基本方針 

 

  第３期教育大綱の基本理念・基本方針  

 

基本 理 念の 実 現の ため に は、 学 校・ 家庭 ・ 地域 が それ ぞれ の 役割

を果 た しな が ら、 一体 と なっ て こど もを 育 む必 要 があ りま す 。  

周南 市 では 、 こど もが 未 来を 生 き抜 き、 よ り よ い 社会 を築 い てい

くた め に、 ど のよ うな 学 びが 必 要か を考 え なが ら 、以 下の 3 つ の基

本方 針 に従 っ て「 こど も まん な か教 育」 の 実践 に 努め ます 。  

 

基本方針① 未来につながる学びがあふれる学校をめざして  
 

推進方向１  豊かな心の育成  

推進方向２  確かな学力の育成  

推進方向３  健やかな体の育成  

推進方向４  きめ細かな支援体制の充実  

推進方向５  望ましい教育環境の充実・整備  

推進方向６  学びのＤＸの推進  

 

基本方針② 未来を生き抜くこどもを ともに育てる学校・家庭・ 

地域をめざして 
 

推進方向７  コミュニティ・スクールの充実  

推進方向８  学校を中心とした地域づくりの推進  

推進方向９  青少年の成長を支える環境づくりの推進  

 

基本方針③ 誰もがわくわく学び、いきいき活躍できる生涯学習  

社会をめざして 
 

推進方向 10 生涯学習活動の推進  

推進方向 11 図書館の充実と読書活動の推進  

推進方向 12 人権教育の推進  

  

基本理念  

未 来 を 生 き 抜 く こ ど も の た め の 

興 味 ・ 楽 し さ ・ 勇 気 を 育 む 

「 こ ど も ま ん な か 教 育 」  
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第四章 基本方針に沿った推進方向・取組 

基
本
方
針
① 

未
来
に
つ
な
が
る
学
び
が
あ
ふ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て 

推進  
方向  

  基本方針に沿った推進方向・取組  

第三 章 に示 し た 基 本理 念 と ３ つ の基 本方 針 に基 づ いて 、 １ ２ の推
進方 向 を定 め 、主 な取 組 や成 果 指標 を示 し ます 。  

 基本方針①  未来につながる学びがあふれる学校をめざして  

 豊かな心の育成  

 

さま ざ まな 価 値観 が共 存 する 社 会を 実現 す る た め に、 自分 の

よさ や 可能 性 を認 識 す る こと や 、異 なる 意 見を 持 つ 他 者 も 大 切

な存 在 とし て 尊重 する こ との 重 要性 につ い て共 有 し、 より よ い

生き 方 を求 め る豊 かな 心 を育 成 しま す。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 道 徳 科 授 業 を 展 開 す る 教 員 の 授 業 力 を 高 め 、「 考 え・議 論 す る 道 徳 」の 実

現 に 向 け た 授 業 改 善 を 推 進 し ま す 。  

 人 格 や 価 値 観 形 成 の 基 礎 と な る 、 家 庭 に お け る 道 徳 教 育 の 重 要 性 に つ い

て の 普 及 啓 発 に 努 め ま す 。  

 キ ャ リ ア 教 育 6の 充 実 と と も に 、地 域 に 貢 献 す る 活 動 や 地 域 資 源 を 活 用 し

た 郷 土 学 習 を 推 進 し ま す 。  

 教 育 活 動 全 体 を 通 し て 、 こ ど も の 豊 か な 人 権 感 覚 を 培 い 、 多 様 性 を 認 め

合 い 自 他 を 大 切 に す る 心 や 自 己 肯 定 感 を 高 め る 教 育 を 推 進 し ま す 。  

 教 職 員 の 豊 か な 人 権 意 識 の 高 揚 を 図 る た め 、 人 権 教 育 研 修 等 を 実 施 し ま

す 。  

 豊 か な 表 現 力 や 想 像 力 を 育 成 す る た め 、 学 校 と 公 立 図 書 館 と の 連 携 を 推

進 し 、 読 書 機 会 の 確 保 、 読 書 活 動 の 重 要 性 な ど に 関 す る 普 及 啓 発 に つ と

め ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

人 の 役 に 立 つ 人 間 に な り た い と 思 う

児 童 生 徒 の 割 合   

小 学 校 ９ ６ .７ ％  

中 学 校 ９ ６ .０ ％  
１ ０ ０ ％  ※  

将 来 の 夢 や 目 標 を も っ て い る 児 童 生

徒 の 割 合  

小 学 校 ８ ５ .８ ％  

中 学 校 ６ ８ .１ ％  
１ ０ ０ ％  ※  

※ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 小 学 ６ 年 生 ・ 中 学 ３ 年 生 対 象 ） 質 問 調 査 [文 部 科 学 省 ]よ り  

  

 
6  キ ャ リ ア 教 育 ： 子 ど も た ち が 将 来 、 社 会 の 一 員 と し て 活 躍 し 、 自 分 ら し い 生 き 方 を 選 択 し 、 実 現 し て い く た め に

必 要 な 能 力 や 態 度 を 育 む 教 育 の こ と  

学 校 教 育 課  人 権 教 育 課  中 央 図 書 館  
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第四章 基本方針に沿った推進方向・取組 

基
本
方
針
① 

未
来
に
つ
な
が
る
学
び
が
あ
ふ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て 

推進  
方向   確かな学力の育成  

 

未知 な る可 能 性が 広が る 未来 を 生き 抜く た めに 、 失敗 を恐 れ

ずに 挑 戦し 、 成長 の機 会 に変 え てい くこ と で 自 分 や社 会に と っ

てよ り よい 解 決に たど り 着く こ とが でき る 確か な 学力 を育 成 し

ます 。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 ICT 等 を 効 果 的 に 活 用 し な が ら「 個 別 最 適 な 学 び 」と「 協 働 的 な 学 び 」を

一 体 的 に 充 実 し 、「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 視 点 に 立 っ た 授 業 改 善

に 取 り 組 み ま す 。  

 こ ど も 一 人 ひ と り に 応 じ た 指 導 ・ 支 援 に 取 り 組 み ま す 。  

 こ ど も が 興 味 を も っ て 自 分 の 力 で 学 び 続 け る こ と が で き る よ う に 、 家 庭

学 習 と の つ な が り を 意 識 し た 授 業 を 実 践 し ま す 。  

 生 涯 に わ た る 学 び や 生 活 の 基 盤 を つ く る た め 、 幼 児 期 の 教 育 と 小 学 校 教

育 と の 接 続 を 積 極 的 に 推 進 し ま す 。  

 キ ャ リ ア ス テ ー ジ に 応 じ た 教 職 員 研 修 の 充 実 を 図 る と と も に 、 研 修 の 成

果 を 児 童 生 徒 の 資 質 ・ 能 力 の 向 上 に 確 実 に つ な げ る よ う 努 め ま す 。  

 教 職 員 の 働 き 方 改 革 を 推 進 し 、 こ ど も に 向 き 合 う 時 間 の 確 保 や 業 務 に 集

中 で き る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

授 業 に お い て 、課 題 の 解 決 に 向 け て 、

自 ら 考 え 、 自 ら 取 り 組 ん だ と 思 う 児

童 生 徒 の 割 合  

小 学 校 ７ ８ .６ ％  

中 学 校 ８ ４ .６ ％  
１ ０ ０ ％  ※ 1  

授 業 に お い て 、 友 達 と 話 し 合 う 活 動

を 通 じ て 、 自 分 の 考 え を 深 め た り 、

広 げ た り し た と 思 う 児 童 生 徒 の 割 合  

小 学 校 ８ ５ .０ ％  

中 学 校 ８ ６ .５ ％  
１ ０ ０ ％  ※ 1  

※ 1 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 小 学 ６ 年 生 ・ 中 学 ３ 年 生 対 象 ） 質 問 調 査 [文 部 科 学 省 ]よ り  

 

  

学 校 教 育 課  
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第四章 基本方針に沿った推進方向・取組 

基
本
方
針
① 

未
来
に
つ
な
が
る
学
び
が
あ
ふ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て 

推進  
方向   健やかな体の育成  

 

どの よ うな 環 境に おい て も、 心 身と もに 健 康で 毎 日を 楽し く

生き 生 きと 過 ご し 、生 涯 にわ た って 学び 続 ける こ とが でき る 健

やか な 体を 育 成し ます 。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 メ デ ィ ア 依 存 や 生 活 時 間 の 夜 型 化 に よ る 生 活 習 慣 の 乱 れ な ど 、 児 童 生 徒

の 心 身 の 健 康 課 題 に 対 応 し た 保 健 教 育 を 進 め ま す 。  

 体 力 向 上 と 運 動 習 慣 の 定 着 を 図 り 、 健 康 な 体 を 育 て る 教 育 を 進 め ま す 。  

 「 学 校 給 食 摂 取 基 準 」 を 踏 ま え な が ら 、 食 物 ア レ ル ギ ー へ の 適 切 な 対 応

を 行 い 児 童 生 徒 の 心 身 の 健 や か な 成 長 に 資 す る 安 全 安 心 な 給 食 を 提 供 し

ま す 。  

 地 場 産 食 材 の 活 用 に よ る 地 産 地 消 の 推 進 を 図 り な が ら 、 児 童 生 徒 が 給 食

を 通 じ て 自 然 の 恩 恵 を 感 じ 、 生 産 者 へ の 感 謝 の 心 を 抱 く よ う 生 き た 教 材

と し て の 食 育 を 実 践 し ま す 。  

 生 涯 に わ た っ て ス ポ ー ツ を 楽 し め る よ う 、 多 様 な ニ ー ズ に 応 え る こ と が

で き る 環 境 を 整 備 し ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

朝 食 を 毎 日 食 べ て い る 児 童 生 徒 の 割

合  

小 学 校 ９ ４ .６ ％  

中 学 校 ９ ３ .７ ％  
１ ０ ０ ％  ※ 1  

地 産 地 消 実 施 率  ２ ６ .８ ％  ３ ０ .０ ％  ※ 2  

※ 1 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 児 童 生 徒 質 問 ）（ 文 部 科 学 省 ）  
※ 2 学 校 給 食 課 調 べ  

 

   

学 校 教 育 課  学 校 給 食 課  
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第四章 基本方針に沿った推進方向・取組 

基
本
方
針
① 

未
来
に
つ
な
が
る
学
び
が
あ
ふ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て 

推進  
方向   きめ細かな支援体制の充実  

 

こど も 一人 ひ とり の個 性 を 受 け 入れ 、 そ れ ぞれ の 思い や願 い

を大 切 にし な がら 安心 し て楽 し く学 ぶこ と がで き るよ う、 き め

細か な 支援 体 制の 充実 を 図り ま す。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 教 育 支 援 セ ン タ ー の 機 能 を 充 実 さ せ 、 増 加 傾 向 に あ る 不 登 校 及 び 不 登 校

傾 向 の 児 童 生 徒 の 状 況 を 分 析 し 、 一 人 ひ と り の 社 会 的 自 立 の 実 現 に 向 け

た 適 切 な 支 援 を 行 い ま す 。  

 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 の 専 門 家 や 関 係

機 関 と の 連 携 に よ り 、 不 登 校 や い じ め の 未 然 防 止 に 取 り 組 む と と も に 、

保 護 者 へ の サ ポ ー ト を 含 む 支 援 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  

  家 庭 や 地 域 社 会 が 変 容 す る 中 、学 校 に お け る 暴 力 行 為 や い じ め 等 の 問 題

行 動 の 背 景 も 複 雑 化 し て い る た め 、 教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 支 援 や 学 校

運 営 協 議 会 の 活 用 な ど 、 組 織 力 や 危 機 対 応 能 力 の 強 化 に 努 め ま す 。  

 個 に 応 じ た 適 切 な 指 導 や 必 要 な 支 援 を 積 極 的 に 行 う た め 、 研 修 の 充 実 な

ど 教 職 員 へ の サ ポ ー ト の 充 実 に 努 め ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

学 校 に 行 く の は 楽 し い と 思 う 児 童 生

徒 の 割 合  

小 学 校 ８ ４ .８ ％  

中 学 校 ８ ５ .７ % 
１ ０ ０ ％  ※ 1  

困 り ご と や 不 安 が あ る 時 に 、 先 生 や

学 校 に い る 大 人 に い つ で も 相 談 で き

る 児 童 生 徒 の 割 合  

小 学 校 ６ ９ .７ ％  

中 学 校 ７ ３ .０ ％  
１ ０ ０ ％  ※ 1  

※ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 児 童 生 徒 質 問 ）（ 文 部 科 学 省 ）  

   

学 校 教 育 課  
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基
本
方
針
① 

未
来
に
つ
な
が
る
学
び
が
あ
ふ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て 

推進  
方向   望ましい教育環境の充実・整備  

 

こど も が安 全 安心 な環 境 で学 校 生活 が送 れ ると と もに 、夢 を

めざ し て学 び 、体 験し 、 成長 で きる 教育 環 境の 充 実に 努め ま

す。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 学 習 環 境 の 向 上 に 向 け た 、安 全 安 心 で 快 適 な 学 校 施 設 の 整 備 を 進 め ま す 。 

 「 周 南 市 学 校 施 設 等 長 寿 命 化 計 画 」 に 基 づ き 、 予 防 保 全 に よ る 学 校 施 設

環 境 の 適 切 な 維 持 管 理 を 実 施 し ま す 。  

 学 校 給 食 セ ン タ ー の 施 設 ・ 設 備 が 経 年 劣 化 し て い る こ と か ら 、 人 口 減 少

社 会 を 考 慮 し 、規 模 の 適 正 化 を 図 り な が ら 給 食 を 安 定 的 に 提 供 す る た め 、

計 画 的 か つ 効 率 的 な 施 設 ・ 設 備 の 改 修 や 更 新 に 努 め ま す 。  

 教 職 員 の 資 質 ・ 能 力 の 向 上 の た め 、 教 育 研 究 セ ン タ ー の 機 能 を 強 化 し 、

教 職 員 一 人 ひ と り の キ ャ リ ア ス テ ー ジ や ニ ー ズ に 応 じ た 研 修 会 の 充 実 を

図 り ま す 。  

 授 業 改 善 や 学 力 向 上 、 生 徒 指 導 な ど に つ い て 、 日 常 的 な 悩 み を 共 有 し 相

談 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク を 整 備 し 、 教 職 員 の 業 務 支 援 体 制 の 充 実 を 図

り ま す 。  

 こ ど も の 学 習 環 境 の 改 善 や 十 分 な 教 育 効 果 の 実 現 に 向 け 、学 校 や 保 護 者 、

地 域 と 協 議 を 行 い 、 連 携 し な が ら 最 適 な 学 校 の 適 正 規 模 化 の 方 策 を 検 討

し て い き ま す 。  

 こ ど も が 家 庭 の 経 済 状 況 等 に よ っ て 学 ぶ 機 会 を 失 う こ と な く 、 将 来 に 希

望 を も っ て 成 長 し て い け る よ う 、 必 要 な 支 援 を 行 い ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

学 校 施 設 等 長 寿 命 化 計 画 に 基 づ き 施

設 改 修 を 実 施 し た 小 学 校 の 棟 数  
１ ４  ３ ７  ※ 1  

学 校 施 設 等 長 寿 命 化 計 画 に 基 づ き 施

設 改 修 を 実 施 し た 中 学 校 の 棟 数  
１ ０  １ ９  ※ 1  

個 々 の 教 員 が 校 外 の 研 究 会 等 に 定 期

的 ・ 継 続 的 に 参 加 し て い る 割 合  

小 学 校 ９ ２ .３ ％  
中 学 校 ９ ２ .３ ％  

１ ０ ０ ％  ※ 2  

※ 1 教 育 政 策 課 調 べ  
※ 2 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 学 校 質 問 ）（ 文 部 科 学 省 ）  

  

教 育 政 策 課  学 校 教 育 課  学 校 給 食 課  
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基
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推進  
方向   学びの DX7の推進  

 

デジ タ ル技 術 を効 果的 に 活用 し 、学 校や 教 育そ の もの の在 り

方の 変 革・ 最 適化 を進 め なが ら 、こ ども 一 人ひ と り が 持つ 可 能

性を 最 大限 引 き出 すこ と がで き る 学 びの DX を推 進 しま す。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 こ ど も が デ ジ タ ル 学 習 環 境 を 十 分 に 活 用 で き る よ う 、 端 末 更 新 等 の ICT

整 備 や 支 援 体 制 整 備 を 計 画 的 か つ 着 実 に 進 め ま す 。  

 多 様 な 教 育 ニ ー ズ へ の 対 応 や 教 職 員 の 働 き 方 改 革 の 実 現 を 図 る た め 、 AI

な ど 次 世 代 技 術 の 学 習 指 導 や 校 務 へ の 活 用 を 積 極 的 に 推 進 し ま す 。  

 こ ど も が 自 ら の 学 び を 自 分 で 調 整 す る こ と が で き る よ う に 、生 成 AI な ど

の デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し な が ら 、 家 庭 学 習 と の つ な が り が 見 え る 授 業 改

善 を 推 進 し ま す 。  

 情 報 活 用 能 力 向 上 や デ ジ タ ル シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 8の 育 成 の た め 、デ ジ タ ル

活 用 状 況 等 を 分 析 ・ 評 価 し 適 切 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う 仕 組 み の 整 備 を

進 め ま す 。  

 学 校 間 の 連 携 ・ 協 働 を 効 果 的 に 行 う た め 、 デ ジ タ ル 活 用 や ICT 整 備 に つ

い て 市 域 及 び 県 域 で の 標 準 化 を 図 り ま す 。  

 日 常 的 な デ ジ タ ル 活 用 を 安 全 安 心 に 進 め ら れ る よ う 教 職 員 向 け 研 修 等 を

通 じ 学 校 の 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 確 保 に 努 め ま す 。  

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

授 業 で ICT 機 器 を 週 3 回 以 上 活 用 す

る 児 童 生 徒  

小 学 校  ５ ４ .７ ％  

中 学 校  ６ ４ .５ ％  

小 学 校  １ ０ ０ ％  

中 学 校  １ ０ ０ ％  
※  

GIGA ス ク ー ル 構 想 の 下 で の 校 務 DX

化 チ ェ ッ ク リ ス ト の 自 治 体 別 達 成 状

況 （ ス コ ア ）  

設 置 者 :２ ７ ０  

学 校 平 均 :３ ５ ８ .１  

設 置 者 :２ ９ ７ 以 上  

学 校 平 均 :３ ９ ３ 以 上 
※  

※ 1 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 小 学 ６ 年 生 ・ 中 学 ３ 年 生 対 象 ） 質 問 調 査 [文 部 科 学 省 ]  
※ 2GIGA ス ク ー ル 構 想 の 下 で の 校 務 DX チ ェ ッ ク リ ス ト （ 文 部 科 学 省 ）（ 現 状 値 は 令 和 5 年 度 確 定

値 ）  
https://www.mext .go.jp /a_menu /shotou /zyouhou /deta i l /mext_02597.html  

 

  

 
7  DX： デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 略 。 学 校 に お い て は 、 教 育 デ ー タ や デ ジ タ ル 技 術 を 利 活 用 す る こ と

で 、 教 育 手 法 や 手 段 、 教 職 員 の 事 務 作 業 な ど を 変 革 す る こ と 。  
8  デ ジ タ ル シ テ ィ ズ ン シ ッ プ ： デ ジ タ ル 社 会 に お い て 、 一 人 ひ と り が 責 任 あ る 市 民 と し て 行 動 し 、 デ ジ タ ル 技 術 を

適 切 に 活 用 す る た め の 能 力 や 態 度 の こ と  

学 校 教 育 課  

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_02597.html
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推進  
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 基本方針②  未来を生き抜くこどもを  ともに育てる学校・家庭・地域をめざして  

  コミュニティ・スクールの充実  

 

コミ ュ ニテ ィ ・ス クー ル を核 と し、 学校 ・ 家庭 ・ 地域 が連

携、 協 働し な がら 、地 域 の現 在 と未 来を 担 う人 材 を 、 社会 総 が

かり で 育む 「 地域 とと も にあ る 学校 づく り 」を 推 進し ます 。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 学 校 運 営 協 議 会 の 更 な る 深 化 、充 実 を 図 る た め 、指 導 主 事 9、社 会 教 育 主

事 10等 が 各 学 校 を 巡 回 し 、 助 言 や 指 導 を 行 い ま す 。  

 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル の 更 な る 発 展 を 目 指 し 、 管 理 職 研 修 会 の 開 催 な

ど を 通 じ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 経 営 者 の 育 成 を 推 進 し ま す 。  

 中 学 校 区 内 の 各 学 校 の 教 育 目 標 を 共 有 す る な ど 「 学 校 ・ 地 域 連 携 カ リ キ

ュ ラ ム 」 を 活 用 し 、 地 域 に 開 か れ た 学 校 づ く り を 進 め ま す 。  

 学 校 や 地 域 の 課 題 解 決 に 向 け 教 職 員 、 保 護 者 、 地 域 住 民 と 児 童 生 徒 が 参

画 す る 熟 議 等 の 取 組 を 推 進 し ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

地 域 や 社 会 を よ く す る た め に 何 か し

て み た い と 思 う 児 童  
小 学 校 ８ １ .３ ％  小 学 校 １ ０ ０ ％  ※  

地 域 や 社 会 を よ く す る た め に 何 か し

て み た い と 思 う 生 徒  
中 学 校 ６ ９ .２ ％  中 学 校 １ ０ ０ ％  ※  

※ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 小 学 ６ 年 生 ・ 中 学 ３ 年 生 対 象 ） 質 問 調 査 [文 部 科 学 省 ]  

  

 
9  指 導 主 事 ： 学 校 の 営 む 教 育 活 動 自 体 の 適 正 ・ 活 発 な 進 行 を 促 進 す る た め 、 校 長 及 び 教 員 に 助 言 と 指 導 を 与 え る こ

と を 職 務 と し て 教 育 委 員 会 事 務 局 に 置 か れ る 職 員 。  
1 0  社 会 教 育 主 事 ： 社 会 教 育 を 行 う 者 に 対 す る 専 門 的 技 術 的 な 助 言 ・ 指 導 に 当 た る 役 割 を 担 う た め 都 道 府 県 及 び 市 町

村 の 教 育 委 員 会 の 事 務 局 に 置 か れ る 専 門 的 職 員 。  

学 校 教 育 課  



  

-18-  

第四章 基本方針に沿った推進方向・取組 

基
本
方
針
② 

未
来
を
生
き
抜
く
こ
ど
も
を 

と
も
に
育
て
る
学
校
・家
庭
・地
域
を
め
ざ
し
て 

推進  
方向   学校を中心とした地域づくりの推進  

 

地域 学 校協 働 活動 11によ る 「学 校 を中 心と し た地 域 づく り」

に取 り 組み 、 こど もの 育 ちや 学 びを 地域 ぐ るみ で 見守 り支 援 す

るこ と を推 進 しま す。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 地 域 学 校 協 働 活 動 の 要 と な る 地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 12の 活 動 を 支 援 し 、

地 域 と 学 校 を つ な ぐ コ ー デ ィ ネ ー ト 機 能 の 拡 充 を 図 り ま す 。  

 子 育 て の 悩 み や 不 安 を か か え た ま ま 孤 立 し が ち な 家 庭 を 支 え る た め 、 家

庭 教 育 支 援 チ ー ム 13の 活 動 を 支 援 し 、 家 庭 に お け る 教 育 力 の 向 上 に 取 り

組 み ま す 。  

 放 課 後 子 供 教 室 で こ ど も と 一 緒 に 勉 強 や ス ポ ー ツ ・ 文 化 活 動 等 に 取 り 組

む 協 働 活 動 サ ポ ー タ ー の 活 動 を 支 援 し ま す 。  

 放 課 後 子 供 教 室 の 運 営 を 継 続 し て い く た め 、   学 生 や 地 域 住 民 へ ボ ラ ン

テ ィ ア 募 集 の 呼 び か け 等 を 行 い 、 新 た な 人 材 の 発 掘 を 行 い ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 の 活 動 件 数  １ ３ ５ 件  １ ６ ０ 件  ※  

家 庭 教 育 支 援 チ ー ム の 活 動 件 数  ３ ９ 件  ８ ０ 件  ※  

放 課 後 子 供 教 室 の 協 働 活 動 サ ポ ー タ

ー 数  
３ ８ ３ 人  ５ １ ５ 人  ※  

※ 生 涯 学 習 課 調 べ  

  

 
1 1  地 域 学 校 協 働 活 動 ： 地 域 の 高 齢 者 、 成 人 、 学 生 、 保 護 者 、 PTA な ど 幅 広 い 地 域 住 民 の 参 画 を 得 て 、 地 域 全 体 で こ

ど も の 学 び や 成 長 を 支 え る と と も に 「 学 校 を 核 と し た 地 域 づ く り 」 を め ざ し て 、 地 域 と 学 校 が 相 互 に 連 携 ・ 協 働 し

て 行 う 様 々 な 活 動 の こ と 。  
1 2  地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 ： 本 市 に お い て は 、 地 域 と 学 校 と の 情 報 共 有 や 助 言 を 行 う 人 材 と し て 各 中 学 校 区 に 配 置

し 、 校 区 内 の 小 ・ 中 学 校 の 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 の 連 携 を 支 援 す る  
1 3  家 庭 教 育 支 援 チ ー ム : 子 育 て 経 験 者 を は じ め 地 域 の 多 様 な 人 材 で 構 成 す る グ ル ー プ で 、 子 育 て 講 座 や 相 談 会 を 開

催 す る な ど 保 護 者 の 支 援 を 行 う 。  

生 涯 学 習 課  
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第四章 基本方針に沿った推進方向・取組 
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推進  
方向   青少年の成長を支える環境づくりの推進  

 

学校 ・ 家庭 ・ 地域 が連 携 し て 、 次代 を担 う 青少 年 がボ ラン テ

ィア や 地域 活 動 、 多様 な 体験 活 動 へ の参 加 を通 し て 、 学び 、 成

長で き る 環 境 を整 えま す 。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 学 校 や 地 域 団 体 と 連 携 し て 青 少 年 の ボ ラ ン テ ィ ア や 地 域 活 動 、 多 様 な 体

験 活 動 へ の 参 加 を 促 進 す る 体 制 を 整 え 、 幅 広 い 分 野 で の 青 少 年 の 参 画 を

推 進 し 、 地 域 の 中 で 活 躍 す る 新 た な 人 材 の 育 成 ・ 発 掘 を 行 い ま す 。  

 青 少 年 の 自 主 性 や 社 会 性 、 豊 か な 人 間 性 等 を 育 む た め 、 大 田 原 自 然 の 家

及 び 旧 中 須 中 学 校 に 移 転 後 の 新 た な 自 然 の 家 に お い て 、 自 然 体 験 を は じ

め と す る 様 々 な 体 験 プ ロ グ ラ ム の 提 供 に 取 り 組 み ま す 。  

 学 校 や 警 察 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 青 少 年 を 有 害 な 情 報 や 環 境 か ら 守 る 環

境 浄 化 活 動 を 推 進 す る と と も に 、 地 域 連 携 に よ る 青 少 年 健 全 育 成 に 取 り

組 む 団 体 の 支 援 を 行 い ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

小 ・ 中 学 生 が 、 地 域 の 人 と の 関 わ り

を 通 し て 自 分 自 身 の 成 長 を 感 じ た 割

合  

７ ８ .５ ％  ８ ５ % ※ 1  

自 然 の 家 の 利 用 者 数  ７ ,７ ７ ４ 人  ９ ,０ ０ ０ 人  ※ 2  

青 少 年 を 有 害 な 環 境 か ら 守 る た め の

啓 発 活 動 の 実 施 件 数  
３ 件  １ ０ 件  ※ 2  

※ 1 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル 実 施 状 況 調 査  

※ 2 生 涯 学 習 課 調 べ  

生 涯 学 習 課  
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第四章 基本方針に沿った推進方向・取組 
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推進  
方向  

 基本方針③  誰もがわくわく学び、いきいきと活躍する生涯学習社会をめざして  

  生涯学習活動の推進  

 

市民 一 人ひ と りの 人生 が より 豊 かな もの と なる よ う生 涯学 習

環境 の 充実 を 図る とと も に、 新 たな 地域 の 担い 手 とな る人 材 育

成に 取 り組 み 、世 代を 問 わず 、 誰も がい き いき と 学び 続け 活 躍

でき る 社会 の 実現 を目 指 しま す 。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 市 民 の 自 主 的 ・ 継 続 的 な 学 習 活 動 を 支 援 す る た め 、 学 び ・ 交 流 プ ラ ザ を

中 心 に 、 市 民 セ ン タ ー や 周 南 公 立 大 学 等 と 連 携 し 、 生 涯 学 習 活 動 の 機 会

の 充 実 を 図 り ま す 。  

 市 民 一 人 ひ と り の 人 生 が よ り 豊 か な も の と な る よ う 、 生 涯 学 習 及 び そ の

学 習 成 果 を 生 か す 機 会 を 提 供 し 、 新 た な 地 域 の 担 い 手 と な る 人 材 育 成 に

取 り 組 み ま す 。  

 地 域 に お い て 生 涯 学 習 活 動 推 進 の 要 と な る 生 涯 学 習 主 事 （ 市 民 セ ン タ ー

主 事 ） の ス キ ル ア ッ プ 研 修 を 拡 充 す る と と も に 、 誰 も が 利 用 し や す い よ

う ICT を 活 用 し た 講 座 の 開 催 な ど 、生 涯 学 習 環 境 の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。 

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

社 会 問 題 の 課 題 解 決 に つ な が る 講 座

の 開 催 数  
１ １ ３ 講 座  １ ３ ０ 講 座  ※  

生 涯 学 習 講 座 が 今 後 の 社 会 活 動 等 の

動 機 付 け と な っ た 人 の 割 合  

令 和 7 年 度 よ り  

集 計 開 始  
増 加 さ せ る  ※  

学 び ・ 交 流 プ ラ ザ 及 び 市 民 セ ン タ ー

等 で の 生 涯 学 習 講 座 開 催 件 数 及 び 参

加 者 数  

２ ６ １ 件  

４ ,０ ６ ３ 人  

３ １ ０ 件  

４ ,８ ０ ０ 人  
※  

※ 生 涯 学 習 課 調 べ  
 

 

  

生 涯 学 習 課  
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第四章 基本方針に沿った推進方向・取組 
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推進  
方向   図書館の充実と読書活動の推進  

 

読書 は 、人 生 をよ り深 く 生き る 力を 身に 付 けて い くう えで 、

欠く こ とが で きな いも の です 。  

市民 の 読書 活 動を 推進 し 、生 涯 学習 活動 を 支え る 地域 の情 報

拠点 と して 、 図書 館の 機 能や サ ービ スの 充 実を 図 ると とも に 、

こど も から 大 人ま で、 だ れも が 読書 に親 し むこ と ので きる 環 境

づく り に取 り 組み ます 。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 だ れ も が 親 し み や す く 、 利 用 し や す い 図 書 館 サ ー ビ ス を 継 続 的 に 提 供 し

ま す 。  

 電 子 図 書 館 サ ー ビ ス を 充 実 さ せ 、 デ ジ タ ル 社 会 に 対 応 し た 読 書 環 境 を 提

供 し ま す 。  

 お は な し 会 な ど の 行 事 を 開 催 し 、 こ ど も の 読 書 へ の き っ か け づ く り に 取

り 組 む と と も に 、 こ ど も が 楽 し み な が ら 様 々 な 図 書 に 触 れ 、 読 書 に 親 し

む 機 会 の 確 保 に 努 め ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 5 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

市 立 図 書 館 の 貸 出 資 料 数 （ 電 子 図 書

館 を 含 む ）  
８ ４ ６ ,８ ９ ３ 点  ８ ６ ０ ,０ ０ ０ 点  ※  

子 ど も 向 け 行 事 参 加 者 数  ３ ,６ ６ ７ 人  ４ ,０ ０ ０ 人  ※  

※ 中 央 図 書 館 調 べ  

 

  

中 央 図 書 館  
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方向   人権教育の推進  

 

「市 民 一人 ひ とり の人 権 が尊 重 され 、だ れ もが 自 分ら しく い

きい き 輝く ま ち」 の実 現 に向 け 、地 域社 会 にお け る人 権意 識 と

自主 的 な取 組 の高 まり を めざ し ます 。  

また 、 生涯 に わた って 、 様々 な 人権 問題 に つい て の認 識を 深

め、 差 別に 気 づき 、差 別 をな く す実 践力 を 高め る こと がで き る

よう 学 校、 家 庭、 地域 、 企業 職 場に おい て 人権 教 育を 推進 し ま

す。  

 

◼ 目標達成に向けた主な取組  

 広 く 地 域 住 民 が 様 々 な 人 権 に 対 す る 課 題 に 対 し て 身 近 な 問 題 と し て 正 し

く 理 解 し 、 人 権 意 識 を 高 め る た め に 、 市 内 巡 回 型 の ハ ー ト フ ル 人 権 セ ミ

ナ ー を 開 催 し ま す 。  

 各 地 域 で の 人 権 教 育 を 推 進 す る た め 、 市 内 １ ０ ブ ロ ッ ク 人 権 教 育 推 進 協

議 会 の 自 主 的 な 活 動 を 支 援 し ま す 。  

 人 権 課 題 の 解 決 に 向 け 、 行 動 す る こ と の で き る 身 近 な リ ー ダ ー の 養 成 及

び 資 質 向 上 を 図 る た め 、 人 権 ス テ ッ プ ア ッ プ セ ミ ナ ー を 開 催 し ま す 。  

 企 業 ・ 職 場 に お け る 人 権 教 育 を 推 進 す る た め 、 企 業 職 場 人 権 教 育 連 絡 協

議 会 主 催 の 人 権 研 修 会 を 支 援 し ま す 。  

 

◼ 成果指標  

指 標 
現 状 値  

（ 令 和 ５ 年 度 ）  

目 標 値  

（ 令 和 １ １ 年 度 ）  

 

ハ ー ト フ ル 人 権 セ ミ ナ ー へ の 新 規 参

加 者 の 割 合  
５ ９ ． ２ ％  ６ ０ .０ ％  ※  

ブ ロ ッ ク 別 人 権 講 演 会 等 参 加 者 の 年

間 延 べ 人 数  
３ ,３ ４ ９ 人  ３ ,５ ０ ０ 人  ※  

※ 人 権 教 育 課 調 べ  

人 権 教 育 課  
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第五章 教育大綱の推進に向けて 

  教育大綱の推進に向けて  

 

１ .  関係部局、関係機関との連携  

教 育 大 綱 に 基 づ い た 事 業 を 効 果 的 に 推 進 す る た め に は 、 教 育
に お け る 「 不 易 」 1 4と 「 流 行 」 1 5を 見 極 め 、 市 民 へ の 説 明 責 任 を
果 た し な が ら 、 学 校 教 育 と 社 会 教 育 と の 連 携 ・ 統 合 に よ る 生 涯
に わ た る 教 育 の 実 践 と 時 代 に 応 じ た 最 適 な 教 育 環 境 の 整 備 が 必
要 で す 。  

そ の た め に 、 教 育 委 員 会 は 、 幼 児 教 育 や 文 化 ・ ス ポ ー ツ 等 、
教 育 行 政 を 所 管 す る 市 長 部 局 の 担 当 課 と 連 携 し 、 そ れ ぞ れ が 持
つ 専 門 性 や 資 源 を 最 大 限 に 活 用 し 、 学 校 、 家 庭 、 地 域 が 一 体 と
な っ て 、「 こ ど も ま ん な か 教 育 」 を 実 現 す る た め に 、 各 種 施 策 に
取 り 組 み ま す 。  

 

２ .  進捗管理（点検・評価）  

基 本 理 念 で あ る 「 未 来 を 生 き 抜 く こ ど も の た め の  興 味 ・ 楽
し さ ・ 勇 気 を 育 む 「 こ ど も ま ん な か 教 育 」」 を 具 現 化 す る こ と を
念 頭 に 、 年 度 毎 の 「 周 南 市 の 教 育 事 業 概 要 」 に お い て 各 施 策 の
見 直 し ・ 改 善 や 、 施 策 の 展 開 状 況 を 明 ら か に し ま す 。  

さ ら に 、 各 施 策 の 実 施 に 当 た っ て は 、 PDCA サ イ ク ル の 考 え 方
に 基 づ き 、 毎 年 度 、 本 大 綱 に 基 づ く 各 種 施 策 の 実 施 状 況 、 指 標
の 達 成 状 況 等 に つ い て 、「 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る
法 律 」 第 ２ ６ 条 に 基 づ く 教 育 に 関 す る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 状 況
の 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 こ れ を 報 告 ・ 公 表 す る こ と に よ り 市 民 へ
の 説 明 責 任 を 果 た し ま す 。  

ま た 、 点 検 ・ 評 価 の 結 果 を 踏 ま え 、 よ り 効 果 的 な 教 育 の 実 現
の た め 、 ３ つ の 基 本 方 針 に 基 づ く 各 施 策 の 見 直 し ・ 改 善 を 常 に
行 っ て ま い り ま す 。  

 

第六章  資料編 （ 第２期教育大綱の振り返り・すべてのアンケート結果 ） ：別冊  

 

 
1 4  不 易 ： い く ら 世 の 中 が 変 わ っ て も 変 わ ら な い も の 、 変 え て は い け な い も の  
1 5  流 行 ： 世 の 中 の 変 化 と と も に 変 わ っ て い く も の  

第 六 章 資 料 編 は 右 記 QR コ ー ド を 読

み 取 り 、 教 育 政 策 課 ホ ー ム ペ ー ジ か

ら ダ ウ ン ロ ー ド し て ご 覧 く だ さ い 。  


